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図 5:拡張されたテンプレート
拡張したテンプレートを､Mindlinら【4日6]により導入されたテンプレート行列‥
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E-C2- C1, り-C1, ,2(I,y)-2C｡+午 , --C2-2C1, (23)
で与えられることを示した｡このことは､周期倍分岐領域からカオス領域にかけて存在す
る全ての周期軌道のトポロジカルな性質およびストレンジアトラクタの構造が､周期倍分
岐カスケードの初めの二つの分岐により決定されることを意味する｡ 最後に､以上のこと
を厳密計算可能な区分線形系を用いて検証した｡そこで得らjtた1周期軌道の不安定多様
体はテンプレートと類似の構造を持っており､テンプレートが流れの構造をうまく反映し
ていることを示した｡さらに､テンプレートおよび記号力学の一貫性を確認した｡
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